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Abstract
This study focuses on the actual conditions of spectators of Rera Kamuy Hokkaido in local cities in Hokkaido．This approach
involved the use of questionnaires completed by spectators of Rera Kamuy who were over age１２at Wakkanai and Kusiro Arena
in September and Octorber，２００９．The results outline as follows；
１）In Wakkanai and Kushiro arena，the gender ratio of the spectators was almost half and half．
２）In Wakkanai arena，as for in the spectators about half were residents in Wakkanai city．In Kushiro arena，６６．２％ of respon-
dents were living in Kushiro city and Kushiroshicho．At the same time，about１０％ of respondents came from Sapporo city．
３）In the Wakkanai arena，the first time spectators occupied ４９．２％ of the whole．In the Kushiro arena，the first time spec-
tators were ６７．１％．Especially，the spectators in local arenas were classified as the first time spectators living in Wakkanai
and Kushiro and Rera Kamuy followers living in Sapporo．
４）The half of respondents selected basketball love and closeness to the arena for main reasons to watch the games in both
local arenas．While spectators from Sapporo city recognized themselves as Rera Kamuy followers，spectators from Northern
and Eastern parts of Hokkaido seemed to visit arenas because of basketball love and closeness to the arena．
５）Of Kushiro Arena’s research，６６．４％ of respondents belonged to sports club activities in high school days．It was clear that
there are relationships between sports club activities and watching professional basketball game．Furthermore，about ６０％
of respondents who belonged to athletic clubs，played basketball in junior high and high school．
６）It was clear that respondents who did not belong to athletic clubs tend to become repeaters rather than sportsmen in school
days．
（Bulletin of the Northern Regions Lifelong Sports Research Center Hokusho Univ. 2010, Vol ．１：１－８）

























１）北翔大学短期大学部人間総合学科 Department of Liberal Studies，Hokusho College
２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科 Department of Sport Education，School of Lifelong Sport，Hokusho University
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報 創刊号 （１～８）








































































































人数 ％ 人数 ％
性別 女性 １３１ ５２．４ 住所 稚内市 １３２ ５２
男性 １１９ ４７．６ 札幌市 ４４ １７．３
名寄市 １４ ５．５
年齢 １０歳代 ６８ ２７．２ 下川町 １０ ３．９
２０歳代 ４３ １７．２ その他の市町村 ５２ ２０．５
３０歳代 ７３ ２９．２ 道外 ２ ０．８
４０歳代 ４２ １６．８
５０歳代 ２１ ８．４ 職業 事務的職業 ８５ ３５
６０歳代 ２ ０．８ 学生 ６１ ２５．１
７０歳代 １ ０．４ 専門的・技術的職業 ３８ １５．６
平均 ３０．９±１２．９ パート・アルバイト １９ ７．８
専業主婦 １３ ５．３




人数 ％ 人数 ％
回収日 １１月１４日 ６０２ 住所 釧路市 ５８３ ５２．７
１１月１５日 ５１９ 釧路支庁管内 １４９ １３．５
札幌市 １１１ １０
性別 女性 ５６４ ５１．１ 帯広市 ４２ ３．８
男性 ５３９ ４８．９ 中標津町 ２９ ２．６
根室市 ２７ ２．４
年齢 １０歳代 ３０６ ２８．２ 別海町 ２１ １．９
２０歳代 １８４ １６．９ 北見市 １９ １．７
３０歳代 ２５５ ２３．５ 羅臼町 １７ １．５
４０歳代 ２２０ ２０．２ 遠軽町 １０ ０．９
５０歳代 ８８ ８．１ その他の市町村 ８０ ７．２
６０歳代 ３３ ３ 道外 １９ １．７
７０歳代 １ ０．１
平均 ３１．７＋１４ 職業 学生 ３０５ ２７．２
事務的職業 １７９ １６．３
婚姻状況 独身 ６０６ ５６．４ 専門的・技術的職業 １７９ １６．３
既婚 ４６５ ４３．３ パート・アルバイト １３７ １２．５
その他 ３ ０．３ 専業主婦 ７２ ６．５
サービス職業 ６７ ６．１
観戦形態 日帰観戦 ７６２ ７９．２ 管理的職業 ４６ ４．２
宿泊観戦 ２００ ２０．８ 技能的・労務的職業 ３６ ３．３
中学時代 高校時代 無職 ２３ ２．１
部活動所属 運動部 ７７１（７６．７％）５４９（６６．４％） その他の自営業 １５ １．４
文化部 ７４（７．４％）１００（１２．１％） 商工サービス業 １２ １．１
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表３ レラカムイの累計観戦回数と居住地域（釧路会場）
３回未満 ４回以上 合計
道東地区 ７８７（９４．４％） ４７（５．６％） ８３４
札幌地区 ３５（１８．１％） １５８（８１．９％） １９３





















































































































































女性 ３７９（ ７３％） １４０（ ２７％） ５１９
男性 ４３９（８７．５％） ６３（１２．５％） ５０２




運動部 ５９７（８２．２％） １２９（１７．８％） ７２６
文化部・無所属 １５８（７３．５％） ５７（２６．５％） ２１５
合計 ７５５ １８６ ９４１
*** p＜．００１
地方会場におけるレラカムイ北海道の観戦者実態調査
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者の２２．１％（５４名）であり，そのうち６９％は３回未満の
観戦者であった。
釧路会場では，過去３年間に日ハムの公式戦を観戦し
た者が４２％（４６２名）であり，そのうち約６７％（３１４名）
の観客が３回未満の観戦回数であった。一方で，コンサ
の公式戦を観戦した者は回答者の１３．１％（１３８名）であ
り，そのうち６７％が３回未満の観戦回数であった。
両会場ともに４割以上の観客が日ハムの観戦をしてい
た一方で，コンサの観戦率は２割程度にとどまった。石
澤と永谷（２０１０）が行った札幌会場での調査では，日ハ
ム観戦経験者が約７０％，コンサドーレの観戦経験者が約
４０％という結果であった３）。つまり，札幌会場の回答者
の約７０％は，札幌市在住の観客であったことから，地方
会場の住民よりも頻繁に日ハムとコンサドーレの試合を
観戦していたことがわかった。この結果は，三つのプロ
スポーツの公式戦が，札幌ドームなど札幌市の施設で開
催されることを反映していると考えられる。また地方会
場でも，日ハムの方がコンサドーレよりも観戦率が高かっ
たことは，道内での野球人気の高さや，札幌市移転以降
の日ハムの活躍と宣伝活動を反映していると考えられる。
６．北海道の地方会場における公式戦開催の意義と効果
北海道にある四つのプロスポーツ球団は，いずれも札
幌市を拠点にしており，ホームゲームのほとんどが札幌
市で行われている。平成１８年度の総務省住民基本台帳に
よると，札幌市の人口は，約１８７万人であり，北海道全
体の人口の約３３％を構成していた。札幌市以外に１００万
人を越える大都市がないことを考えると，プロスポーツ
球団が札幌市を中心に公式戦を行うことは集客上当然の
ことである。しかし，レラカムイの１試合あたりの平均
観客数は，三千名程度であり，旭川市・函館市・釧路市・
帯広市・苫小牧市などでも十分に集客を期待できる。こ
れまでレラカムイは，年間４試合程度しか地方会場で公
式戦を開催してこなかったが，今後は旭川市や函館市な
どの地方都市で試合開催を増やし，札幌市以外の潜在的
なファン層を開拓していくことが，今後の発展につなが
ると考えられる。
本研究の結果から明らかなように，稚内会場と釧路会
場では，半数以上の観客が地元の住民であり，初回観戦
者が多かった。こうした観客を今後リピーターにするた
めには，地方会場での試合開催を毎年行い，テレビ中継
を増やし，インターネット中継をはじめるなどの方策が
必要である。北海道の地方都市には，札幌市のような娯
楽施設が少ないことから，積極的に地方会場で公式戦を
行うことで，地域経済の活性化に繋がるのみならず，地
方の競技者や指導者のレベル向上に貢献することが期待
される。
Ⅳ．ま と め
本研究では，以下の内容が明らかになった。
１）稚内・釧路両会場において，観客の男女比はほぼ半々
であった。
２）稚内会場の観戦者は約半数が稚内在住者であり，釧
路会場では，釧路市民と釧路支庁管内の町民合わせ
て，回答者の６６．２％を構成していた。一方で，両会
場ともに１０％程度の札幌市民が観戦に訪れていた。
３）稚内会場では，レラカムイ公式戦の初回観戦者が全
体の４９．２％を占め，釧路会場では６７．１％が初めての
観戦者であった。特に地方会場の観客は，観戦ビギ
ナーの地元住民とレラカムイファンである札幌近郊
在住者に二分されることが示唆された。
４）両会場ともバスケットボール好きと地元開催という
理由が半数近くの観戦理由にあげられた。札幌地区
の観客は，レラカムイファンを自認する観客である
一方で，道東・道北地区の観客は，地元開催とバス
ケットボール好きという理由から試合観戦に興味を
持ったファンであることが確認された。
５）釧路会場の回答者のうち，高校時代に運動部に所属
していた者が全体の６６．４％を占め，過去の運動経験
とプロバスケットボールの試合観戦の間に関係があ
ることが示唆された。さらに，運動部に所属してい
た者のうち，約６０％は中学・高校時代にバスケット
ボール部に所属していた。
６）バスケットボール経験者の場合には，レラカムイの
ファンだからという理由よりもバスケットボール好
きという理由で観戦に訪れることが確認された。さ
らに，中学・高校時代に運動部に所属していなかっ
た者の方が，体育会系の者よりもレラカムイのリピー
ターになる確率が高いことが明らかになった。
付 記
本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センターの研究費と平成２１年度江別市大学連携調査研
究事業補助金「産学官連携による江別市のスポーツ振興
について」を受けて行ったものである。
注
注１）２００７－８年シーズンのホームゲーム観客動員数は
５万２７２９名で，ホームゲームの１試合平均観客数は
２９２９名であった。２００８－９年シーズンには５万６３４０
名のホームゲーム観客動員数を記録し，１試合平均
北方圏生涯スポーツ研究センター年報 創刊号
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観客数は３５２１名であった。２００９－１０年シーズンには
６万７７８２名のホームゲーム観客動員数を記録し，平
均観客数は３０８１名であった（北海道新聞，２０１０年３
月３１日）。
注２）平成１９年度の日本バスケットボール協会の資料に
よると，北海道のバスケットボール競技者数（ミニ
バスから社会人まで）は３万３２９１名で全国の都道府
県の中で２番目に多かった。
注３）「秋田ノーザンハピネッツ」というチームが２０１０
年からｂｊリーグに新規加盟する予定である。
注４）釧路支庁管内の町は，釧路町，厚岸町，浜中町，
標茶町，弟子屈町，鶴居村，白糠町の七つである。
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抄 録
本研究では，稚内市と釧路市という地方会場におけるレラカムイ観客の実態を把握するために，２００９年１０月と１１月
にホームゲーム公式戦試合会場で質問紙調査を行った。本研究で明らかになったことは，以下のとおりである。
１）稚内・釧路両会場において，観客の男女比はほぼ半々であった。
２）稚内会場の観戦者は約半数が稚内在住者であり，釧路会場では，釧路市民と釧路支庁管内の町民合わせて，回答
者の６６．２％を構成していた。一方で，両会場ともに１０％程度の札幌市民が観戦に訪れていた。
３）稚内会場では，レラカムイ公式戦の初回観戦者が全体の４９．２％を占め，釧路会場では６７．１％が初めての観戦者で
あった。特に地方会場の観客は，観戦ビギナーの地元住民とレラカムイファンである札幌近郊在住者に二分され
ることが示唆された。
４）両会場ともバスケットボール好きと地元開催という理由が半数近くの観戦理由にあげられた。札幌地区の観客は，
レラカムイファンを自認する観客である一方で，道東・道北地区の観客は，地元開催とバスケットボール好きと
いう理由から試合観戦に興味を持ったファンであることが確認された。
５）釧路会場の回答者のうち，高校時代に運動部に所属していた者が全体の６６．４％を占め，過去の運動経験とプロバ
スケットボールの試合観戦の間に関係があることが示唆された。さらに，運動部に所属していた者のうち，約６０％
は中学・高校時代にバスケットボール部に所属していた。
６）バスケットボール経験者の場合には，レラカムイのファンだからという理由よりもバスケットボール好きという
理由で観戦に訪れることが確認された。さらに，中学・高校時代に運動部に所属していなかった者の方が，体育
会系の者よりもレラカムイのリピーターになる確率が高いことが明らかになった。
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